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大 子 町

１ 学校の概況

○学 校 名 ルネサンス高等学校

○課 程 広域通信制・単位制・普通科

○教 職 員 校長 桃井隆良

教頭兼事務長１名 教諭（常勤）１５名 教諭（非常勤）１４名

養護教諭２名 事務長補佐１名 事務２名 用務１名 計３７名

○生 徒 数 （学則定員 ３，３００名） １，０７５名

令和元年度入学者数 ５５４名

○スクーリング参加生徒数 １，０２０名

○卒 業 生 ４１９名

進学３７．７％，就職３３．９％，その他（家事手伝い，現在の仕事の継

続等）２８．４％

(1) 教 職 員

教職員数については，常勤の教員１５名非常勤の教員１４名（うち９名は姉妹校と

の兼任），計２９名を配置している。添削指導については，すべての教科について専任

の教員が本校において実施する体制を整えるとともに面接指導（集中スクーリング）

については，姉妹校との兼任の教員を加えて各教科とも生徒数に応じた教育ができる

人員を確保している。

今後の生徒数の増加に対応しながら，教科指導の専門性を高めていくため，さらに

優秀な人材を確保するとともに常勤の教員の割合を高めていくことが必要である。

また，現在の地元採用状況は３名（大子町在住者３名）となっているが，人材確保

のために関係機関と連携し，当初の目的の一つである地元雇用促進に継続して努めて

いくことが望まれる。

(2) 生 徒 数

在籍生徒数は，東日本大震災や豊田校開校などの影響から回復した平成２４年度以

降，少子化や他の広域通信制高校との競合などの影響を受け，２７年度１，０７６名，

２８年度９６８名，２９年度９３７名，平成３０年度９２７名とやや減少している傾



向が見られたが，令和元年度は１，０７５名で前年に比べ約１００名増加した。

入学者数については，平成２７年度（３５９名）と比べると，２８年度４５５名，

２９年度３８７名，３０年度４４４名，令和元年度５５４名と増加している傾向がう

かがえるものの，決して予断を許せない状況にある。

なお，増加の要因としては，平成３１年４月に新宿代々木キャンパスで eスポーツ

コースが開校されたことが考えられる。

今後は，不登校経験者や高校中途退学者等のこれまでの主たる大学対象者に加え，

中学生や全日制・定時制高校に通う高校生に対し，ルネサンス高校の教育システムの

魅力を発信していく必要がある。

平成２５年度から法人税所得割の納付が始まっており，経営の基盤は整っていると

いえるが，今後とも中学校・高等学校に対する広報活動を強化し，地元（茨城県・大

子町）からの入学者をさらに増加させるよう努め，定員である３，３００名の確保を

目指していく必要がある。

(3) スクーリングによる経済効果

スクーリングについては１，０２０名が参加しており，宿泊，送迎バス，施設利用，

生産品の購入等，体験学習及び観光等を通じて年間６６，３００，０００円（１人あ

たりの参加費６５，０００円）の経済効果が認められる。

２ 学校の教育活動

ルネサンス高等学校は，「『学力がつく・やりたいことを極める』新しい高校」を教育

理念として，令和元年度は，４つの目標「１ 基礎学力を再生して（学力回復教育）高

校を卒業」「２ 学ぶ楽しさを体験する科学の授業で，生涯を学び人に」「３ 日覚めよ！

自分力。やりたいことにチャレンジ」「４ 徹底的な個人指導と親身なサポート体制」を

掲げて教育活動に取り組んできた。

その結果については，ルネサンス高等学校学校評価・改善委員会により，別紙のとお

りの学校評価（自己評価）がなされている。今後とも，学習指導要領及び高等学校通信

教育規定に基づく質の高い教育活動が展開できるよう教育内容のさらなる充実と教員の

指導体制の強化に努めていくことが必要である。

(1) 教育課程

学習指導要領及び高等学校通信教育規定に基づく適切な教育課程が編成・実施され



ている。

また，生徒の入学年次ごとに標準履修科目を設定しているが，転編入学の生徒に対

応できるように単位制の趣旨を生かして履修モデル以外の科目も履修できるように編

成されている。今後とも，履修相談に当たり生徒の希望をよく聞き，生徒の特性，進

路等に応じた科目の選択ができるよう努めていく必要がある。

(2) メディア学習の充実

設立当初から，インターネットを活用して，生徒が動画を視聴した上で，小テスト

により理解度を確認しながら学習が進められるようにメディア教材を工夫している。

さらに平成２７年度から複数のメディア教材を導入し，今年度は７科目について「東

京書籍教科書解説メディア」，「ＮＨＫ高校講座」，本校の自主制作メディアなどの中か

らの２メディアで学習する体制をとっている。

内容・程度ともに通信制教育を念頭に置いて制作された「東京書籍教科書解説メデ

ィア」及び「ＮＨＫ高校講座」に加えて，本年度は多くの科目について自主制作メデ

ィアを用い，より生徒の実態に合うように内容が改善されている。

生徒が複数のメディア学習を行ったことは，インターネットの視聴履歴で確認する

とともに，視聴後にそれぞれのメディアの内容に関する設問をすることにより確認し

ている。

(3) 添削指導

従来からインターネットを活用してレポートを提出させる添削指導を行っており，

レポートの内容は，選択肢から正答を選ぶ設問や用語及び文章で記述させる設問など，

多様な形式を採り入れたものとなっている。

不正解の内容を含むレポートについて，記述式の場合は個別の指導や解説を付して

返却している。しかし，択一式の場合は正誤を判断しただけで返却しており，記述式

の場合と同様に丁寧に添削していくことが，次年度以降の課題である。

(4) 面接指導

面接指導（スクーリング）の日数については，２７年度以降は２メディアで学習す

る体制をとったことから，学習指導要領を運用して面接指導の時間数を一律に８割以

内で免除する措置を採用して２泊３日で実施してきた。本年度は，平成２８年９月に

策定された「高等学校通信教育の質の確保・向上のためのガイドライン」の趣旨に基

づき，面接指導時間数を一律に８割以内で免除することを改め，６割以内の免除を基



本とするよう改善し，３泊４日で実施した。

面接指導の内容については，各教科・科目の担当教員が，生徒の興味・関心を考慮

しながら，メディア学習の内容と関連付けて限られた時間の中で完結するよう内容を

工夫した授業が展開されている。

平成２８年度までは，内容の類似した科目（例えば，現代文Ａと現代文Ｂ）は同一

の教員が合わせて指導していたが，平成２９年度以降は，履修する生徒が少ない科目

についても，科目ごとに指導者・実施場所・指導内容を分けた個別指導を充実させる

よう改善されている。

(5) 試 験

試験は，本校において，面接指導期間中に複数の教諭の監督の下で厳正に実施され

ている。

出題形式については，すべての科目について記述式の問題数が選択肢の問題数より

多くなっており，内容，分量とともに適切である。また，問題は毎年新たに作成する

とともに，各科目とも難易度が同程度の問題を複数用意し，不正行為が行われないよ

う配慮されている。

なお，試験は面接指導期間中に実施しているため，面接指導の時期が早い場合，当

該年度の添削指導や面接指導が十分に行われない段階で受験する生徒がいるという問

題が生じていた。この反省に立ち，昨年度から，面接指導を１１月以降に実施し，ま

た，試験時間を３泊４日のスクーリングの最終日に設定することにより，添削指導や

面接指導が進んだ段階で試験を実施するよう改善された。

また，今年度は新型コロナウイルス感染症対策として，令和２年２月２８日に文部

科学省から小学校等の一斉臨時休業を要請された。その影響により，３月に行う予定

であったスクーリングを中止せざるをえなかった。対応として，文科省からの「新型

コロナウイルス感染症対策のための小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等に

おける一斉臨時休業に関するQ&Aの送付について（3月3日時点）」をもとに判断し，

面接指導は家庭でのプリント学習（個別課題）に置換え，試験はweb上で行い，個別

面談は見合わせた。本来，大子校でやるべきことを自宅で行い，スクーリングの代替

とした。

(6) 生徒指導

生徒指導については，校内体制や危機管理体制が整備されており，生徒の在宅時や



スクーリング参加時も含め重大な事故もなく学校教育が安全に展開されている。

また，「いじめの防止等のための基本的な方針」（平成２５年１０月１１日文部科学

大臣決定）を受けて平成２７年度に策定した「ルネサンス高等学校いじめ防止基本方

針」に基づき，いじめ対策委員会を設置するとともに，校内研修を充実させている。

保護者との連絡については担任を中心に行われているが，学校としてのより組織的

な対応を行っていく必要がある。

(7) 進路指導

進路指導については，進路希望の実現に向けて個々の生徒の状況に応じた支援を行

っている。

新宿代々木キャンパスにおいては，希望者を対象として保護者・生徒・学校の三者

による面談を開催し，進路や学校生活に関する相談を実施している。

卒業生の進路については，生徒の希望や実態に応じた支援を行い，難関大学への進

学者が増加するなどの成果をあげているが，特に就職関係についてはいっそうの支援

体制の充実が必要である。

(8) 保健指導

保健指導については，スクーリング時の特別活動（健康）を中心に生徒の健康管理，

生活習慣，健康増進に向けた取り組みを行っている。

なお，(6) ～(8) については，今後も，警察・消防・ハローワーク・学校医などの

関係機関との連携をさらに強化し，保護者との連絡・連携を密にしながら，より質の

高い対応を図ることが望まれる。

３ 学校の管理運営

(1) 学校運営

学校運営については，学校としての運営・責任体制が整備され，教職員の信頼関係

のもと，適切な教育課程に基づく教育が展開されている。今後は，校内の会議や研修

会を活用し，教員の相互理解や課題に対する意識をさらに高めていくことが望まれる。

(2) 高等学校等就学支援金事務

高等学校等就学支援金事務については，法及び文部科学省の事務処理要領に基づき

適正に執行されている。

しかしながら，年間を通して転編入学者がいることや生徒により前籍校での修得単



位数が異なる等の複雑な事情から，実際の事務処理において一部不備があった。今後，

学校内の事務処理体制をさらに整備するなどして，さらに正確な事務処理に努める必

要がある。

４ 学校の施設・設備

(1) 面接指導等を実施する本校の状況

ルネサンス高校の面接指導・添削指導はすべて，特区内である大子町にある本校及

び関係施設（校外における体験活動等）で実施されている。

ルネサンス高校は，廃校となった旧浅川小学校の校舎・校地活用という地域ニーズ

に基づき設置されたため，旧小学校の校地，校舎をそのまま引き継いで，よく整備を

しながら使用している。地域住民と協力しながら四季の変化に応じた草花を植えたり，

道路に面する花壇の植栽を整備したりするなど，環境美化に努めている。

また，「高等学校通信教育規定」に規定する施設（教室，図書室，保健室，職員室）

及びスクーリング時に必要な設備（視聴覚設備，図書，保健関係備品等）を備えてい

る。

本年度は，２(4) で述べたようにすべての科目について面接指導を科目ごとに分け

て実施するため，１つの教室を複数のスペースに分け，個別指導のための場所を確保

した。

しかしながら，旧浅川小学校校舎は，教室数が少なく，学校施設の充実を図ること

について課題があった。また，老朽化によるシロアリ被害や東日本大震災の影響によ

る建物の傷みが著しいこともあり，学校施設の維持が課題となっていた。昨年度末に

閉校となった旧黒沢小学校は，空調など学校に必要な設備が残っており，体育館も併

設されている。教室数も多く，耐震化も済んでいる。また，周辺地域も自然に囲まれ，

教育環境においては極めて恵まれた立地条件といえる。以上のことから，来年度は学

校施設を変更し，教育環境及び地域活性化の更なる推進を図る。

(2) 連携施設の状況

ルネサンス高校は，東京都渋谷区にサテライト施設を設置している。面接指導，試

験等の教育課程内の教育活動は実施していないが，学習支援，課外活動，自習などの

支援を行っており，本校から離れた場所の生徒に対して学習面や生活面で支援してい

く貴重な場となっている。なお，連携施設における指導は，本校の教職員が兼務して



いる。

また，一昨年度から，サテライト施設が学校そのものであるという誤解を生徒・保

護者に与えることのないよう，名称を「ルネサンス高校連携 新宿代々木キャンパス」

と改めた。

５ 学校設置会社の事業報告書の記載事項に掲げる事項

(1) 学校設置会社の役員（平成３０年度）及び株式の状況（平成３０年度事業報告書に

よる）

学校設置会社であるルネサンス・アカデミー株式会社には，現在６名の役員が就任

している。いずれも親会社であるブロードメディア株式会社などの他の会社の役員等

を経験あるいは兼務しており，社会的信望を有している。また，代表取締役社長など

複数名はルネサンス高等学校長を経験しており，いずれも学校を経営するために必要

な知識又は経験を有している。

株式の状況（平成３０年度）については，発行可能株式総数２０，０００株，発行

済株式の総数７，３００株，株主数１名，ブロードメディア株式会社６，６６０株（持

株比率９１．２３％），ルネサンス・アカデミー株式会社６４０株（持株比率８．７７％）

である。

学校設置会社の役員及び株式の状況は，学校を運営するに当たり適切である。

なお，来年度からは，親会社であるブロードメディア株式会社へ経営統合される。

経営統合により事業基盤を強化するとともに、ガバナンスとコンプライアンス体制の

さらなる強化、人材の最適化・人材育成の推進、管理部門等の集約による経営効率の

向上を目指す。経営統合後においても、ルネサンス高等学校の教育内容、教職員体制

に変更はなく、学校運営の状況は、これまでと変わらない。

(2) 学校の経営に必要な財産等の状況（令和元年度決算報告書による）

令和元年度における財産及び利益の状況は，売上高１，９６９，０１４千円，経常

利益３８０，９０６千円，当期純利益１９３，０３９千円，

総資産２，２７０，７４８千円，純資産１，０１３，９６４千円である。

学校の経営に必要な財産等の状況は，学校を運営するに当たり適切である。




